
菅波茂

一
　
６
月
2
7
日
。
香
川
県
丸
亀
法
士
ら
が
参
加
す
る
。

』
市
消
防
本
部
６
階
大
会
議
室
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
独
自
の
「
被
災

こ
お
い
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海
者
に
対
し
て
し
て
は
い
け
な

ト
ラ
フ
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
第

１
回
調
整
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
丸
亀
市
と
総
社
市
の
協

力
を
頂
き
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
主
催
で

あ
る
。
目
的
は
南
海
ト
ラ
フ

発
生
時
に
、
医
療
矛
・
‐
ム
を

迅
速
に
徳
島
県
と
高
知
県
の

合
計
1
0
力
所
の
避
難
所
に
派

遣
す
る
た
め
の
自
治
体
連
携

の
推
進
で
あ
る
。

　
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
期
間

は
災
害
発
生
１
週
間
目
か
ら

８
週
間
で
あ
る
。
医
療
チ
ー

ム
の
構
成
は
調
整
員
工
人
、

医
師
Ｉ
人
、
看
護
師
Ｉ
人
の

３
人
。
8
0
医
療
チ
ー
ム
が
基

幹
と
な
り
、
災
害
発
生
後
に

応
募
し
て
く
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
加
わ

る
。
更
に

一
査
士
、

剤
師
、
臨
床
検

灸
師
、
理
学
療

い
こ
と
以
外
は
、
被
災
者
の

た
め
に
な
る
こ
と
は
何
を
し

て
も
よ
い
」
と
い
う
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
リ
ス
ト
の
活
動
様
式
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
想
像

以
上
の
数
の
調
整
員
が
必
要

と
な
る
。
撤
収
ま
で
の
８
週

間
以
内
に
合
計
５
０
０
人
以

上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

す
る
こ
と
に
な
る
。
派
遣
ル

ー
ト
は
簡
潔
に
言
え
ば
、
総

社
市
～
丸
亀
市
～
高
知
県
と

徳
島
県
。
総
合
対
策
本
部
と

コ
’
‐
‐
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
は
総
社
市
に
、
中
継

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
ー
ー
・
は
丸
亀
市
に
置
か
れ

る
。

　
輸
送
の
た
め
に
は
車
両
許

可
書
、
車
両
と
ガ
ソ
リ
ン
の

確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
地

へ初の調整会議
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震
と
津
波
に
よ
り
「
孤
立
す

る
四
国
」
を
想
定
す
れ
ば
、

瀬
戸
大
橋
を
使
え
な
い
瀬
戸

内
海
と
山
崩
れ
を
起
こ
し
や

す
い
四
国
山
地
へ
の
対
策
も

必
要
と
な
る
。
派
遣
さ
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
宿

舎
、
食
料
、
水
に
加
え
て
生

活
必
要
物
資
の
用
意
と
不
慮

の
事
故
に
備
え
た
損
害
保

険
。
避
難
所
で
の
医
療
活
動

に
必
要
な
医
薬
品
や
医
療
器

具
、
そ
し
て
被
災
し
た
開
業

医
の
医
療
活
動
に
医
療
保
険

適
用
。
情
報
を
共
有
す
る
た

－
41レ　ji、ェ

S?aSSj;Z大会議室で開催された

め
の
通
信
。
国
内
の
み
な
ら

ず
海
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
入
れ
る
た
め
の
活
動
。

世
界
に
被
災
者
救
援
活
動
を

発
信
し
て
世
界
か
ら
寄
付
金

を
集
め
る
広
報
活
動
。
阪
神

大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
救
援
活
動
の
経
験
と

知
恵
を
基
礎
と
し
た
、
自
治

体
と
民
間
と
の
協
力
体
制
の

構
築
で
あ
る
。

第
１
回
漕
個
議
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
進
捗
状
況
を
紹

介
す
る
。
最
初
に
尾
崎
正
直

高
知
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ヽ
‐
‐
ジ

を
、
高
知
県
危
機
管
理
部
の
だ
っ
た
。
再
び
議
長
回
と
し

渡
辺
憲
弘
副
部
長
が
紹
介
。
て
私
か
ら
、
各
自
治
体
に
訳

読
い
て
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
遣
医
療
矛
・
‐
ム
の
活
動
を
支

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
え
る
1
0
委
員
会
を
設
立
し
呉

れ
、
次
に
高
木
新
仁
丸
亀
市
現
化
す
る
こ
と
と
、
第
２
回

議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
調
整
会
議
開
催
を
提
案
し
満

し
て
議
長
団
と
し
て
、
私
が
順
二
致
の
拍
手
で
採
択
さ
れ

南
海
ト
ラ
フ
対
応
医
療
内
容
た
。
片
岡
市
長
か
ら
は
各
自

に
関
す
る
概
略
を
説
明
。
片
治
体
に
お
け
る
災
害
支
援
条

岡
聡
一
総
社
市
長
は
、
総
合
例
の
成
立
の
提
唱
が
あ
り
、

対
策
本
部
が
置
か
れ
る
総
社
梶
市
長
か
ら
は
丸
亀
市
に
お

市
の
立
ち
位
置
と
自
治
体
と
け
る
災
害
支
援
条
例
の
成
立

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
体
制
の
有
効
推
進
に
言
及
が
あ
っ
た
。
開

性
を
説
明
。
梶
正
治
丸
亀
市
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

長
は
中
継
地
点
と
し
て
丸
亀
々
に
感
謝
し
た
い
。

市
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
　
第
２
回
調
整
会
議
を
今
年

を
説
明
。
こ
の
後
は
参
加
者
秋
に
は
開
催
予
定
で
あ
る
。

の
氏
名
、
所
属
と
一
言
に
よ
目
的
は
次
の
３
点
で
あ
る
。

る
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
南
　
一
つ
は
第
１
回
の
調
整
会
議

海
卜
ｆ
フ
被
災
者
救
援
活
動
で
の
問
題
点
の
解
決
。
二
つ

へ
の
想
い
が
共
有
さ
れ
た
貴
は
避
難
所
に
お
け
る
医
療
活

重
な
時
間
だ
っ
た
。
　
　
　
　
動
の
た
め
の
準
備
。
三
つ
は

　
休
憩
の
後
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
国
海
外
か
ら
の
医
療
チ
ー
ム
の

立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
で
あ

研
究
機
構
国
際
推
進
部
門
標
る
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

準
化
推
進
室
マ
ネ
ー
ジ
ャ
　
支
援
を
お
願
い
で
き
れ
ば
幸

１
‐
、
黒
田
正
博
氏
に
よ
る
プ
い
で
あ
る
。

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
秀
逸
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）
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